
　いまや社会現象となっている「ひきこもり」ですが、その状態に至る経緯や要因は人に
よって様々です。今回の講演会では、ひきこもりのお子さんを支えられた経験をお持ちの
講師をお招きし、ひきこもる人や家族が抱えている思いを中心にお話いただきます。
　これまで「ひきこもり」について、一部の情報にしか触れる機会がなかった方もいると
思います。地域で支え合いながら安心して暮らせる社会の実現に向けて、一人ひとりがで
きることを一緒に考える機会にしていきたいと思います。

令和 5年度　相模原市ひきこもり市民講演会

KHJ全国ひきこもり家族会連合会理事、NPO法人てくてく理事長
（法）日本家族カウンセリング協会会員、カウンセラー・家族相談士・家族支援士
厚生労働省認定ひきこもりピアサポーター

2005年のぞみの会設立、ひきこもり家族会をはじめる。
2011年NPO法人てくてくを設立。以来、ご自身もひきこもりのお子さんを支え
た家族である経験を生かし、ひきこもり・ニートの家族会、居場所を運営、カウ
ンセラーとして相談、アウトリーチをしている。

講師：KHJ全国ひきこもり家族会連合会　理事　 山本 洋見 氏
講  師

ご自由に視聴できます。QRコードにアクセスもしくはYouTubeにて
「相模原市精神保健福祉センター」の公式アカウントを検索してご覧ください。

第 1部　（前編）ひきこもりはじめから回復までの道のり

第 2部　（後編）本人、家族の思い

第 3部　（Ｑ＆Ａ）NPO法人てくてくの活動、本人や家族への声のかけ方など

相模原市精神保健福祉センター（ひきこもり支援ステーション）
042－769－9818 （平日午前8時30分から午後5時まで）

主　　催
問合せ先

注 意
事 項

・動画配信で視聴の場合は、インターネット接続にかかる通信料は各自でのご負担になります。
　通信環境をご確認の上ご視聴ください。
・動画のダウンロード、録画、録音、撮影は固くお断りさせて頂きます。

生きていく手段としての『ひきこもり』生きていく手段としての『ひきこもり』
～ひきこもる人、その家族の思いとは ～～ひきこもる人、その家族の思いとは ～～ひきこもる人、その家族の思いとは ～

動 画
配 信

令和5年11月1日（水）～令和6年10月31日（木）


